


鮮烈に匙る。 19世紀末の心の叫び
19世紀永革命前夜。不況の嵐が吹き荒れる北フランスの炭

坑。暗黒の時代に生きる人々の悲劇、そして社会の夜明けを、

壮大なスケールで描く、愛と感動のスペクタクル文芸大作。

『ジェルミナlレ」は共和暦で、「芽月」と訳す。自然も人も新し

く匙る。それは、時代を超えた人間の、愚かしくも感動的な営

みであるO 豊かな時代に生きる人々の心にも、生活の苦しみゃ

喜び、に関する全人類の記憶は宿っているO その記憶は、あらた

なる「歴史の終わり」を迎える現代、鮮烈に匙る。

人はどこ吋了くのカL-O この普遍的テーマを、時を超え、

現代に問いかける予言的一大映{象叙事詩である。

フランスが年に一度贈る

待望の愛と感動の文芸ロマン
90年「カミーユ・クローデルJ91年『シラノ・ド・ベルジユラック』

92年『インドシナJ 93年『めぐり逢う朝』

フランスが年に一度自信を持って世界に放つ大河ロマン、例

年は「ジエルミナル』だ。「ゾラの描くロマネスクで叙事詩的

なプレスコ画から、炎とともに匙る登場人物たちJ (ル・モンド

紙)など世界中の絶賛をほしいままにしている超話題作であ

るO

革命前夜。揺れる大地に燃え上がる真実の恋
1800年代初頭、北フランスの炭坑。 トゥーサン(ドノ幻レデュ

ー)ら坑内員たちは低賃金で、真っ黒になって働き、それでも日

々のパンに困る暮らしだ、ったO それでも人々はささやかな幸せ

を糧に、たくましく生きるO 激しくなる一方の不況、そんなと

き理想、に燃え、若き鉱夫エティエンヌ(ルノー)はストライキ

を扇動する。しかしストは失敗、多くの血が流れた。その中に

は彼がひそやかに心を寄せていたトゥーサンの娘カトリーヌ(ジ

ュデイツト・アンリ)の姿もあったO

失意の彼を勇気付けたのはカトリーヌの母マウード(ミウ=

ミウ)だ、った。交渉は決裂し、スト鎮圧のため軍隊も現れた。

激しい衝突の中、 トゥーサンまでが倒れてしまう。ついにマウ

ードは家族の愛のため立ち上がった。

時代は大きく揺れ動いていく-一…

今秋、感動のロードショー.ノ
特別鑑賞券1400円好評発売中

愛するもののため革命に身を投じる

力強いヒロインに共感の嵐
「読書する女J) II五月のミル』などセザール賞最多ノミネート

女優ミウ=ミウ。彼女か演じる、愛する家族のため、自分の意

思を信じ、未来を切り開いていくという女性像に共感が集まっ

ている。悲劇のヒロインに『恋愛小説ができるまで、」のジュデ

イツト・アンリ、数多くの伝説を持つフォーク歌手のルノーが

映画デビューしているO

映像の魔争tfr師イヴ・アンジエロ (IIめぐり逢う朝J) II伴奏者J))に

よる撮影は、モノクロームの炭坑、寒々とした町、灰色の冬景

色を夢幻的な光景として映し出す。録音は『シラノ・ド・ベル

ジュラック」のピエール・ガメ、編集は「愛と宿命の泉」のエ

ルヴ、エ・ド、ゥ・リューズ、衣装は「妻への恋文』のキャロリー

ヌ・ドゥ・ヴ、イヴエーズなとやー涜スタッフ外吉集しているO

「居酒屋l嘆きのテレーズ』
不朽の名作。ゾラ文学の映画化
ゾラ文学の映画化作品として、『居酒屋J) (監督:ルネ・クレ

マン)、『獣人J) II女優ナナJ)(監督:ジャン・ルノワール)、「嘆

きのテレーズJ)(監督:マルセル・カルネ)など時代を経るごと

に輝きを増していく不朽の名作、に速なる偉大な傑作との声も

品 L ミ。


